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　私はもともと絵画�から出発�し�たのだが、近年、立�

体や野外作品を作る�ことが多くなった。と�言っても�

彫刻ではなく、イン�ターヴェンション�（介在）�とでも�

言うようなものであ�る。既存の風景に作品�が入り込�

み、一体化�し�て新たな視界や場を生�み出す仕掛けだ。�

し�たがって、作品が際立�つというより、その場�の空�

気や風景が主体とな�る。�

　そ�の�き�っ�か�け�の�一�つ�が、2000年�の「大�地�の�芸�術�

祭」参加だった。特�に昨年は「空家プロジ�ェク�ト�」�

の�一�環�で、松�之�山�の�築�後�81年�の�空�家�を�ア�ー�ト�で�再�

生する試みにチャ�レ�ンジ�し�て多くを学んだ。�

　そこでは、〈場を�読む〉ことが最も重要�となる。�

その場独自の風景の�みならず、記憶や歴史�、気候、�

時にはそこに住む人�々の生活や文化の匂い�なども感�

じ�取る必要がある。逆に�言えば、作り手にはそ�うい�

う〈場を読む〉感性�と想像力が求められる�。�

　この〈感性と想像�力〉は、決�し�てアー�ト�特有の領�

域でも能力でもない�し�、また天性のもので�も自然に�

身に付くものでもな�い。日頃から物や自然�を自分の�

目で見、感�じ�るかかわりの体験・訓�練を通�し�て育ま�

れるものだと思う�。予測する、相手の気�持ちがわか�

る、反省するなど�、日常生活で生きて働�く能力と同�

じ�だ。�

　最近、簡単にキ�レ�ル、危害を加える、�殺すといっ�

た短絡的・衝動的�な事件を見聞きするた�びに、背景�

には格差社会に象�徴されるさまざまなス�ト�レ�スがあ�

るとはいえ、やは�り根底に〈感性と想像�力〉の貧困�

を感�じ�る。�

　また、学校現場�では芸術教科の時数が�削減され、�

目に見え、計測で�きるものや結果がすべ�てとする競�

争主義や〈価値観�の均質化・絶対化〉が�進んでいる�

ことを憂える。も�っと長い目で人間の未�来と幸せを�

見据え、自らの文�化を土台に�し�て、小さい子どもの�

うちから想像力を�耕す身体を通�し�た表現や作業の体�

験を大事に�し�たいものだ。�

　�〈�個�性�尊�重�と�想�像�力〉と〈価�値�観�の�相�対�化〉こ�そ、�

真に豊かな人間の�可能性につながるもの�と強く思う。�

（まえやま　ただ�し�）�

特�集�

第� 回�

1

　学力とは何か、人が生きていくことは？　というような問いのないまま、皮相的な�

学力だけが問題視され、人間形成という高邁な議論は鳴りを潜め、さまざまな学力比�

較が再編の中心軸にいるような傾向にあったが、今回も図画工作科と美術科の授業時�

数が確保され、国民皆修の科目の中に位置づけられた。�

　文部科学省の調査によっても、豊富な知識や技能はあるが、それを思考力や創造的�

な技能に結びつけることができないと言われる。さらに、理科の実験はすきなのだが�、�

やはり思考力には結びついていないとも言う。�

　少�し�視線をずら�し�てみる。思考力は正�し�い一つの解答にたどり着くための思考の展�

開ととらえることが多いが、解答が複数あって、そこに至る道もさまざまであると仮�

定�し�てみると、造形教育の豊かな実践の中に答えが見出せそうである。�

　造形教育にかかわる改訂の主たる方向は、造形にかかわる諸能力の育ちをより具体�

的に精査�し�て示すことである。�

　土塊に命を吹き込み、なにが�し�かの世界をつくる。白紙に数本の線を引きつつ、な�

にが�し�かの世界をつくる。中性的な外界に感性的な判断を加えて自分が感じ取った世�

界を表現することはまさに「生きる」と同義である。豊かに生きることを可能にする�

諸能力を具体化�し�ていくことはこれからの造形教育にかかわる人の使命であろう。す�

ぐ壊れて�し�まう人や社会、現代が持つ危うさを�じ�ょうぶな体と�じ�ょうぶな頭、豊かな�

感性的応答を育むことによって、人間形成にこれからも積極的にかかわっていく必要�

がある。�
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　学習指導要領の改訂に�向けて、中央教育審議会�

の教育課程部会が「教育�課程部会におけるこれま�

での審議のまとめ」を公�表�し�た。文部科学大臣の�

諮問�（平成17年２月）�から今日までの間に、小�泉内�

閣から安倍内閣へ、さら�に福田内閣へと内閣の交�

代があり、安倍内閣のも�とで教育基本法及び学校�

教育法の改正、教育再生�会議の設置などが行われ�

た。�

　「審議のまとめ」では�、�「生きる力」を育むこと�

が学習指導要領改訂の理�念とされており、その点�

では、現行学習指導要領�の延長線上にある。また、�

「今回の改訂で充実すべ�き重要事項」と�し�て、一�

つに言語活動の充実、二�つに理数教育の充実、三�

つに伝統や文化に関する�教育の充実、四つに道徳�

教育の充実、五つに体験�活動の充実、六つに小学�

校段階における外国語活�動があげられている。と�

りわけ言語と体験は、す�べての教科にかかわるも�

のと�し�て重視されている。�

　授業時数は、国語、社�会、算数�（数学）�、理科、�

保健体育、�外国語が増となり、�音楽、�図画工作�（美�

術）�、�技術・家庭が現行のま�ま、�総合的な学習の時�

間が減となった。この授�業時数の配分が、はた�し�

て新�し�い学習指導要領の意義を�どう特徴付け、ど�

こに導くのであろうか。�その観点から「審議のま�

とめ」が示す新�し�い教育課程において、芸術�教科�

が、とりわけ「学力」と�の関係において、どのよ�

うな位置と意義―あり方�を示�し�ているのか、明ら�

かにすることが求められ�る。�

　教育課程部会の審議は�、芸術教育にかかわって、�

これまでと違った重要な�変化が見られた。一つは、�

脳科学から芸術教育の重�要性が指摘されたことで�

が「人間力」とも結びつきな�がら学力観に影響を�

与えてきた。�「審議のまとめ」�では、�「�「生きる力」�

は、その内容のみならず、社�会において子どもた�

ちに必要となる力をまず明確�に�し�、そこから教育�

の在り方を改善するという考�え方において、この�

主要能力�（キー・コン�ピ�テンシー）�という考え方を�

先取り�し�ていたと言ってもよい。�」�と述べられてい�

る。三つに、現行学習指導要�領と学力低下との関�

係が指摘され、�PISAなどの国際学力調査の�結果に�

日本の子どもたちの学力低下�が示されたことによ�

り、現行学習指導要領の「ゆ�とり」教育に批判が�

集中�し�たことである。�

　�「審議のまとめ」�では、基本理念である�「生きる�

力」の共有にあたって、次の�三点が重視されてい�

る。一つは、自立的に生きる�ために必要とされる�

力と�し�ての「生きる力」であり、二�つは、課題と�

なっている思考力・判断力・�表現力等を育むため�

の基礎的・基本的な知識の習�得と活用、三つは、�

コミュニケーションや感性・�情緒、知的活動の基�

盤である国語をはじめと�し�た言語の能力の重視と�

体験活動の充実である。�

　この三つめの「国語をはじ�めと�し�た言語の能力�

の重視」�は、�「検討素案」�の段階では�「国語力の重�

視」�となっていた。�し�か�し�ながら、�「コミュニケー�

ションや感性・情緒、知的活�

まず、芸術の活動が念頭に浮�かぶ。ことばの前に�

イメージがあり、これをいか�に伝えるかがコミュ�

ニケーションの課題である。�表現は、言語的活動�

と非言語的活動から成り立っ�ている。昭和22年の�

図画工作科学習指導要領�（試案）�の、�「は�じ�めのこと�

ば」で、この関係がまず重視�されており、今日に�

至っている。芸術専門部会と�し�て、これら芸術の�

言語性にかかわって、ここに�は芸術の活動が含ま�

れるのではないかと発言�し�た。�

　�し�たがって、この「国語を�は�じ�めと�し�た言語の�

能力」は、芸術の活動を含め�、幅広くとらえられ�

ねばならない。とりわけ芸術�は、意味を読み取る�

だけでなく、深く読み取るこ�とに重要な力を発揮�

し�ており、コミュニケーショ�ン能力を高めるため�

に不可欠である。非言語表現�のもつ意義がそこに�

ある。�

　このように見た時、図画工�作・美術は、新�し�い�

教育課程の理念を下から支え�るものと�し�てとらえ�

ことがあった。これは、中�学校の一教科にかかわ�

る問題ではなく、小中高に�わたる芸術教育の連繋�

という観点から、小学校の�図画工作科、音楽科、�

高等学校の芸術科にもかか�わる重要な問題である。�

また、中学校のカリキュラ�ムを大幅に変えて�し�ま�

う危険もある。�

　折し�も、ア�メ�リ�カ�の�美�術�教�育�誌　"School Art"

（2006年８-９月号）�が、�芸術と学力との関係につ�い�

て、具体的な調査結果にも�とづいて考察を行って�

いた。それは、簡単に言え�ば、ハイスクールにお�

いて、芸術を履修�し�た生徒のほうが、履修�し�なか�

った生徒よりもテス�ト�の得点が高かったという�こ�

とである。�

　このように見た時、学力�は芸術教科の履修と極�

めて密接な関係にあり、日�本の子どもたちの学力�

水準を維持�し�高めるためにも、芸術は必�修教科で�

なければならない。また、�これまで日本の学校が、�

高等学校まで芸術教科を必�履修科目に�し�てきたこ�

とは、日本の子どもたちの�学力水準の高さと大い�

に関係があったということ�である。ここに、普通�

教育における芸術教科の位�置と意義を見いだすこ�

とができる。�

　�「審議のまとめ」�の内容は、現行の学習�指導要領�

が告示されてから今日まで�の芸術と教育をめぐる�

社会的変化を反映�し�ている。一つに、平成13年�に�

「文化芸術振興基本法」が�公布され、芸術の創造�

と享受が国民の生まれなが�らの権利と�し�て規定さ�

れたことである。これによ�って芸術は、高尚なも�

のでもぜいたくなものでも�なく、国民生活にとっ�

て最低限必要なものと�し�てとらえられ、人間で�あ�

るならば、当然の要求と�し�て、芸術の創造、享受�

が認められた。さらに、�「伝統と文化の尊重」�と�し�

て改正教育基本法にも反映�された。二つに、教育�

が経済力の基礎と�し�ての意義をもったことであ�る。�

平成14年６月に「経済財政�運営と構造改革に関す�

る基本方針2002」が閣議決�定され、�「人間力」�が、�

経済活性化戦略の一つと�し�て位置づけられた。こ�

の「人間力」が、教育の新�たな視点となり、教育�

は「人間力」を高めること�を課題とするようにな�

った。また、ＯＥＣＤ�（経済協力開発機構）�によっ�

て提起された「キー・コンピ�テンシー」の能力観�

ある。脳科学者の小泉英明�氏は次のように述べて�

いる。�

　　�「脳科学の視座から、�芸術教育の重要性は明�白�

である。…　古い皮質は�大脳辺縁系とも呼ばれ、�

本能や意欲を司る部位で�ある。言い換えれば、�

生きる力を鼓舞する脳と�言える。そ�し�て、一番�

外側の新�し�い皮質は、知性の座であり�、よりよ�

く生きるための脳である�。現在の知育とは、主�

に、この新�し�い外側の皮質をはぐくむ�教育であ�

る。�し�か�し�、いくら多くの知識が詰め�込まれよ�

うとも、それを活用する�意欲や志がなければ、�

現実には何も始まらない�。…　意欲やパッショ�

ン、さらに慈愛や憎悪な�どの高次の情動は、古�

い皮質と新�し�い皮質の前頭前野におけ�る相互連�

携によって生じると考え�られる。脳のこの領域、�

さらに連関する意識下を�、�し�っかりと鍛えるこ�

とが芸術教育の本質であ�ろう。�」�（�「芸術教育の重�

要性─脳科学の視座から�─」文部科学省『中等�

教育資料』平成18年10月�号所収）�

　これは、科学的な事実と�し�て示されたことであ�

る。芸術教育は、決�し�て知的教科の補助ではな�い�

ということであり、教育に�おいて芸術独自の価値�

を追究することが求められ�ている。�

　もう一つは、学力の水準�が芸術教科の履修と密�

接にかかわっているという�指摘である。日本の子�

どもたちの学力が世界的に�水準が高いのは、これ�

まで日本の学校が音楽や美�術などの教科を大切に�

し�てきたからであるという�。これは、普通教育に�

おける芸術教科の価値と授�業時数の正当な確保と�

を結びつけたものであった�。芸術教科と学力との�

関係がこのように示された�ことは、教育課程にお�

ける芸術教科の位置と意義�をとらえる上で貴重な�

ものであった。�

　ところで、教育課程部会�の審議の過程で、芸術�

教科を選択に�し�たらどうかという意見が�出された�

特　�集�だか�ら�、造形教育� 第1回　図画工作�・�美術教育の今後�の方向性�

日本�の�教育課程�の�中で�の�美術教育�の�方向性、�
あ�り�方�に�つ�い�て�
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動の基盤」と言えば、�
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特　�集�

4．美術教育�の課題と方向性�

だか�ら�、造形教育�
第1回　図画工作�・�美術教育の今後�の方向性�

られなければならないの�であるが、授業時数の配�

分において、音楽、図画�工作、美術は現行のまま�

であった。充実すべき内�容と�し�ての�「伝統と文化」�

の指導に中心的な役割を�発揮する芸術教科の授業�

時数が現行のままである�ことによって、はた�し�て、�

今回の改訂が高い学力水�準の達成に導くかどうか、�

疑問のあるところであろ�う。�

（1）�創造することの楽�し�さと喜びを基礎�に�し�て�

　子どもにとって、描い�たりつくったりすること�

の楽�し�さは、豊かな感性にとっ�てばかりでなく、�

あらゆる人間性の基礎で�ある。描いたりつくった�

りすることは、美的要求�に基づくものであり、コ�

ミュニケーションであり�、またその楽�し�さは、創�

造の喜びの共有─文化創�造の基礎─に結びついて�

いる。このような創造す�ることの楽�し�さと喜びは、�

一人一人の子どもの「生�きる力」を支え、自分ら�

し�い生き方を実現する道筋にあ�る。�

　ここにおいて重要なこ�とは、自ら行う活動の中�

に、その活動を行う目的�を見いだすことである。�

「こんなふうに描いてみ�たい」�、�「こんなものをつ�

くってみたい」という要�求は、決�し�て何かのため�

の手段と�し�てのものではなく、活動そ�のものへの�

要求である。�し�たがって、�「何のために絵を描くの�

か」という疑問は、絵を�描く活動に自らの目的を�

見いだ�し�ていないことによるものであ�る。絵を描�

いたり、ものをつくった�りする活動が、何かのた�

めの手段と�し�て�し�かとらえられない時、自己�にと�

ってその活動の意義を失�って�し�まう。�

（2）�感覚を働かせて現実の�姿をとらえること�

　最近の児童・生徒の絵�を見ると、自身のイメー�

ジではなく、どこか借り�物のイメージで描いてい�

るという感�じ�が強い。絵を描くことの�意義は、自�

身の感覚を用いて描くと�いうことにある。それは、�

外界を正�し�く描くことにあるのではな�く、外界の�

姿─表情をとらえ、描く�ことにある。また、感覚�

を働かせて外界にあるも�のの表情をとらえること�

は、見ることの楽�し�さや喜びに導く。�

　ところで、新�し�い教育課程が、教科を超え�て体�

験を重視�し�ているが、どのような体験�が自身の感�

覚を働かせて描くことに�結びつくのであろうか。�

メディア時代と呼ばれる�今日の社会において、自�

身の感覚を働かせて外界を�とらえる活動は少なく�

なっている。ここにおいて�、たんなる体験ではな�

く、感覚を能動的に働かせ�ることが必要であり、�

感嘆や驚きを伴った体験こ�そ重要である。自己の�

感覚を能動的に働かせた時�、現実の世界を、驚き�

をもって受け止めることが�できる。その驚きがイ�

メージ体験となり、表現や�鑑賞の活動へ導くので�

ある。�

（3）�生活や社会との�豊かなかかわり�

　新�し�い教育課程は、生活や社会�に積極的にかか�

わっていくことを求めてい�る。それは、習得�し�た�

知識・技能を生活や社会に�かかわり、活用�し�てい�

くことを通�し�て確実に身につけていくこ�とをねら�

いと�し�ている。�

　表現や鑑賞は、学校教育�法において「生活を明�

るく豊かにする音楽、美術�、文芸等…」とある通�

り、それ自体、生活や社会�にかかわる活動である。�

図画工作や美術では、絵を�描いたり、ものをつく�

ったりする活動が、生活の�中に生かされることを�

通�し�て、より豊かな生活を実現す�ることに喜びを�

得ることができる。これは�、図画工作・美術の活�

動が持つ意義でもある。こ�こに、図画工作・美術�

の活動を通�し�て生活や社会との豊かなか�かわりを�

つくり上げていく基礎があ�る。�

　また、デザインや工芸は�、豊かなコミュニケー�

ションや実際生活を能動的�につくり出す活動であ�

る。それらはコミュニケー�ションや実際生活にお�

いて、たんに機能的な面だ�けでなく、生活の中の�

美意識に働きかけ、美的要�求を高めるという面で�

も重要な役割を果た�し�ている。デザインや工芸�は、�

人間の生活から生み出され�た要求を、いかに心豊�

かに実現�し�ていくかということにおいて�、生活や�

社会に積極的に働きかけて�いく活動である。�

　美術の活動を通�し�て、生活や社会と豊かにか�か�

わっていくことは、生き生�きと�し�た生活や社会の�

背景に美術の働きがあるこ�とを実感することに導�

くものであり、自らが表現�し�、鑑賞することの意�

義を明確に�し�ている。子どもたちにとっ�て、この�

ような生活と社会に果たす�美術の役割を認識する�

ことを通�し�て、自己の主体的な生活と生�き生きと�

し�た社会との関係が実感と�し�てとらえられたとき、�

真につくり出す喜びや表現�や鑑賞の喜びが生まれ�

るのである。�

（4）�創造活動と�し�ての鑑賞�

　鑑賞の活動について、こ�れまでも積極的鑑賞と�

か能動的鑑賞などの語を用�いて、作品に働きかけ�

ることを通�し�て、その作品の意味や価値�を探求す�

る活動と�し�てとらえようと�し�てきた。今期改訂で�

は、�その観点をさらに発展させ�、�「よさや美�し�さを�

鑑賞する喜びを味わうよう�にするとともに、感じ�

取る力や思考する力を一層�豊かに育てるために、�

自分の思いを語り合ったり�、自分の価値意識をも�

って批評�し�合ったりするなど、鑑�賞の指導を重視�

する。�」�（�「改善の基本方針」�）�と�し�、�さらに、�「改善の�

具体的事項」�と�し�て、図画工作では、�「自分自身で�

意味を読み取り、よさや美�し�さなどを判断する活�

動の充実を図る」�、中学校美術では、�「自分なりの�

意味や価値をつくりだ�し�ていくことができるよ�う�

に指導の充実を図る」と�し�、創造活動と�し�て鑑賞�

を提起�し�ている。�

　一般に、学校における美�術鑑賞の学習は、あま�

り楽�し�くないものととらえられて�いる。鑑賞の授�

業では、作品に対する一定�の見方や評価が提示さ�

れるが、子どもにとって自�身が生きていくことと�

作品との接点＝自身の観点�をつくり出せないまま�

にあるからである。�し�か�し�、鑑賞の活動において、�

自身の観点を形成すること�は、そう簡単ではない。�

重要なことは、鑑賞とは自�己と作品との対話であ�

るということを明確に�し�、話�し�かけ話�し�かけられ�

る関係をつくり上げること�である。�

　鑑賞は、このような関係�を通�し�て、深く考える�

ことのできる人間を育てる�ものである。見ること�

が深く考えることに導くと�いう道筋において鑑賞�

の活動をとらえたとき、�「感�じ�たことを確かめ」�た�

り、�「批評�し�合う」ことが重要となってく�る。�

（5）�文化と伝統に関す�る教育�

　文化と伝統の教育につい�ては、美術教育におい�

ては従来からの目標であり�、内容である。今回、�

文化と伝統の教育について�、改正教育基本法や学�

校教育法の一部改正によっ�て規定されたことによ�

り、充実すべき重要事項の�ひとつとなった。その�

特徴は「日本の伝統や文化�を基盤と�し�て国際社会�

を生きる日本人」�という考え方にある。�「自分とは�

異なる文化や歴史に立脚す�る人々との共存」や、�

「自らの国や地域の伝統や�文化についての理解を�

深め、尊重する態度を身に�付けること」が求めら�

れ、�「特に、伝統的な文化にか�かわっては、音楽科�

や図画工作科、美術科では、�唱歌や民謡、郷土に�

伝わる歌、和楽器、我が国の�美術文化などについ�

ての指導を充実�し�、これらの継承と創造へ�の関心�

を高めることが重要である。�」と�し�ている。�

　文化や伝統を学ぶ目的は、�自身が今日生きるこ�

との意義を見いだ�し�、生きることや創造す�ること�

へのエネルギーを得ることで�ある。また、自身の�

感覚や美意識を文化や伝統の�中に見いだすことが�

できた時、それは生きること�の喜びとなる。�

　図画工作科や美術科の特質�は、創造活動にある。�

創造的な鑑賞と�し�て必要なことは、美術文�化や伝�

統をたんなる歴史的事物や遺�産と�し�てとらえるの�

ではなく、創造のエネルギー�と�し�て見直すことで�

ある。それは、一つに、今日�の美術につながって�

いるもの、文化的創造的脈絡�を見いだすことであ�

る。二つに、美的要求や美意�識がどのように造形�

の形態や文化の様態となって�表れているかをとら�

えることである。三つに、美�術文化や伝統がもた�

らす生活感覚─美的環境をど�のようにとらえてき�

たかや、人と人との結びつき�─ものを通�し�ての豊�

かな結びつきをとらえること�である。�

5．お�わりに�

　去る11月25日、東京芸術大�学で、シンポジウム�

「芸術と教育2007─芸術教育�の新たなる展開─」�

が行われた。シンポジス�ト�の一人であった銭谷文�

部�科�学�事�務�次�官�は、�「文�化�は�そ�の�国�の�力」で�あ�り、�

感性が基礎であると�し�、�「審議のまとめ」�で示され�

た授業時数の問題について、�芸術教科は大切であ�

り、広く社会と連携�し�て、いろいろな場を通�し�て�

芸術教育を充実させてほ�し�いと述べた。日本の科�

学技術の発達を下から支えて�きたものが感性であ�

り、文化の力であると認識す�るならば、その底力�

を強化することこそ、科学技�術をより豊かに発展�

させることにつながるのでは�ないか。理数教育に�

授業時数を多く配分�し�ても下から支える力が弱ま�

ってはその効果をあまり期待�できない。�

　学校は、真に「生きる力」�と�し�ての学力を育む�

ことを目指すべきであり、そ�の面で、図画工作や�

美術、音楽の芸術教科が果た�す役割は明らかであ�

り、正当に受け止められるべ�きである。�

（えのはら　こうじろう）�
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特　�集�だか�ら�、造形教育� 第1回　図画工作�・�美術教育の今後�の方向性�

北欧諸国�に�お�け�る�手工教育か�ら�の�示唆�

東京学芸大学附属世�田谷小学校　�小鴨　�成夫�

　図画工作科の時間削減�に危機感を抱き、授業時�

間�数�を�増�や�す�た�め�の�署�名�運�動�を�各�地�で�展�開�し�た�

「が�ん�ば�れ�！ 図�工�の�時�間!! フ�ォ�ー�ラ�ム」の�活�動�

が、2007年１月６日付の�朝日新聞に�「図工頑張れ」�

というタイ�ト�ルの記事で掲載された。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　フォーラムは各界のオピ�ニオンリーダーを迎え�

ながら工学、芸術、教育�、経済界などの視点から�

「図工の時間」の維持・�拡大を訴える運動である�

のだが、記事にある「…�このままでは、日本のお�

家芸である『ものづくり�』の未来が危ういと、先�

生や学者たちが復権に乗�り出�し�た。�」�という文面は、�

マスメディアのとらえ方�に多少の違和感をもちな�

がらも、教育現場がどの�ように「ものづくり」と�

「教育」との関係をとら�えているかを問うている�

ようにも思えた�（�し�か�し�、�困った問題を取り上げる�

のがメディアの特性か、�文部科学省の「義務教育�

　その国に訪れ、小学校で目�に�し�たのは、多民族�

の子どもたちがごく当たり前�のように一つのクラ�

スにいることと、第１学年か�ら第６学年にわたっ�

てバイリンガル教育が行われ�、実用的な能力をめ�

ざ�し�、総合的に指導されてい�る様子であった。�

　ほとんど地続きと言ってよ�いＥＵに加盟�し�、母�

国のアイデンティティーと経�済を維持・発展�し�て�

いくにはパソコン学習などの�メディア・リテラシ�

ー教育と外国語教育に力を入�れ、フィンラン�ド�語�

教育に加え、共通言語である�英語教育をカリキュ�

ラムの科目に位置づけている�。�

　英語教育はおよそ３年生か�ら、さらに第３外国�

語を中学３年の基礎学校修了�時までに学習するよ�

う位置づけている。�

　さらに、�「国家カリキュラム大綱」�では教科横断�

的なテーマと�し�て、�「人間と�し�ての成長」�、�「文化ア�

イデンティティーと国際化」�、�「メディア・リテラ�

シーとコミュニケーション」�、�「参加型市民性と起�

業家精神」�、�「環境・福祉・持続可能�な未来に対す�

る責任」�、�「交通と安全性」�、�「科学技術と人間」な�

どが示され、教科を教えると�いう旧来の方法から、�

教科の学習を通�し�て社会に出て、使える実�践的な�

能力「コン�ピ�テンシー」を育てる教育に、�教える�

教育から学ぶ教育へと転換�し�てきている。�

決められた枠組みの中だけ�で、�し�かもその枠組み�

さえも危ういところで新�し�い理念づくりに着手す�

る厳�し�さは、如何とも�し�がたい）�。�

　日本の小学校図画工作科�の学習指導要領は、そ�

の変遷からも言えるように�、教科の育成する能力�

は諸カテゴリーに分けず、�大きなものと�し�て見る�

ことに変容�し�ている。基礎教育と�し�てその意義は�

然るべきと�し�ても、逆にその内容は範疇�が広く、�

たいへんつかみにくいもの�になっている。�

　つかみにくいとするか、�そこから先は教師の創�

意と受け止めるかは、教師�の能力やクラス定員、�

研修環境、法定勤務時間に�占める実際の授業時間�

の割合などとも大きくかか�わっているのだが、日�

本の教師がおよそ授業以外�に�し�なくてはならない�

仕事の多さは、教師と�し�ての専門職性が考慮さ�れ�

ていないか、無限にと言っ�てよいほど広げて�し�ま�

っている実情にもよるだろ�う。�

　その対応策やカリキュラ�ムの有り様については、�

北欧諸国における教育のあ�り方が多くの示唆を与�

えている。�

（1）�フィンラン�ド�の造形教育�

　今、世界的に注目されて�いるフィンラン�ド�の教�

育。OECD（経�済協力�開発機�構）�が�2003年�に行っ�た�

学習到達度調査で、フィン�ラン�ド�の中学生が世界�

で�ト�ップの成績を収めた。�し�かも、授業時間数は�

調査に参加�し�た国の中では最も少ない。�また、学�

力のみならず、ヨーロッパ�における経済競争力で�

も�ト�ップの座を占めるなど、さま�ざまな分野で勢�

いがある。�

　�

　�

　�

　�

に関する意識調査」�によるとはいえ、�「保護者から�

は期待されていない」とは�ずいぶんと言ってくれ�

るものだ）�。�

　日本の造形美術教育の実�践の多くが、いわゆる�

美術やアーティスティック�な内容・領域に偏って�

展開�し�ている現状から、あるいは�学習指導要領に�

おける小学校図画工作から�中学校美術へのごく限�

られたテリ�ト�リーの中で考えれば、記事�に取り上�

げ�ら�れ�た�よ�う�な�日�本�の�お�家�芸�で�あ�る「も�の�づ�く�

り」への意識がはた�し�てあったのだろうかとい�う�

印象はごく当然かも�し�れない。�

　�し�か�し�、復権に乗り出�し�た日本の�「ものづくり」�

の現場から発せられるこの�国の技能力の低下に対�

する危機感や、子どもたち�の実際にものをつくる�

体験の不足は事実であり、�よほどの環境や意識の�

変化がない限り、その減少�の傾向に歯止めは利か�

ない。�

　�「�大�人�の�ノ�ス�タ�ル�ジ�ー�で�工�作�を�語�る�こ�と�は�実�感�

を伴わない課業�（ノルマ）�と受け取られ、表面的�な�

技法の理解に留まる危険が�ある」と言われるが、�

現代の「ものづくり」のさ�すところは多様であり、�

戦前の手工、戦後間もない�工作教育の延長線上に�

置いてきた内容も大きく様�変わりを遂げている。�

　このような現状をこの教�科はどのようにとらえ�

たらよいのだろうか。�

　もっとも、この教科の時�間数の獲得と美術、工�

作のせめぎ合いは、戦後ま�での「図画科」と「工�

作科�（手工科）�」が統合されていく過程か�らついて�

まわっている問題であり、�そこでは教育が社会の�

あり方とともに問われてい�る。�「図工頑張れ」�のエ�

ールを、教育界以外はどの�ような考えで送ってい�

るのだろうか。�

　個�人�の�教�育�と�産�業�教�育�（�ひ�と�づ�く�り�と�も�の�づ�く�

り�）�と�の�結�び�つ�き�を�と�ら�え�る�新�し�い�枠�組�み�づ�く�り�

や�棲�み�分�け�が�必�要�な�の�か�も�し�れ�な�い�（�そ�れ�だ�け�に、�

2．北欧�諸国の造形教育�

1．図画工作�科�と�「�も�のづ�く�り�」�

「秋にはどんな動物がいますか。どんなふうに紅葉していきますか。」�
「それぞれの絵には、どんな色が使われていますか。」などと、バイリン�
ガルによる問いが作品の脇に掲げられている。�
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　そのような総合カリキ�ュラムの内容は明示する�

が、その方法はそれぞれ�の自治体、学校で決める�

と�し�ており、図工や家庭、技術�科など「手」を使�

う科目に重点が置かれて�いるのは伝統的に変わら�

ず、多くの基礎学校の科�目には美術と手工がそれ�

ぞれ最低時数の示される�中で実施されている。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（2）�スウェーデンの造形教�育�

　かつては詰め込み型の�教育を行っていたスウェ�

ーデンにおいても、知識�の情報源の多元化とも相�

まって、知識を詰め込む�ことより、生徒一人一人�

が自ら問題を探�し�出�し�、自主的に学ぶことの�ほう�

が重要だという認識の教�育改革を進めている。�

　カリキュラムの設定も各�学校の裁量に委ねられ�

ているのと同�じ�ように、児童一人一人に�対�し�て民�

主的な考え方を植え付ける�ことが徹底�し�ている。�

　ス�ト�ッ�ク�ホ�ル�ム�か�ら�約�100㎞�郊�外�の�基�礎�小�学�校�

と中学校を訪問�し�た際に学校内を案内�し�てくれた�

のは、児童の中から選出さ�れた数人の児童であっ�

た。�

　学校に関することを決め�る際には、何であって�

も教師と保護者、そ�し�て児童の代表である児童�会�

長、クラスの委員会が話�し�合いながら決定�し�てい�

くという教育方針の一つの�象徴でもあった。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　フィンラン�ド�と同様に、工作教育には�重点が置�

かれ、教室環境や教材設備�は実に整備されている。�

　集塵設備や安全対策も万�全で、扱われている用�

具には特に子ども用に用意�されたものはなく、か�

んなや曲がり尺、糸のこぎ�り機から旋盤や帯のこ�

盤まで、さらには板金加工�用の工作機械までが設�

置されている。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　個�人�の�教�育�と�産�業�教�育�（�ひ�と�づ�く�り�と�も�の�づ�く�

り�）�と�の�結�び�つ�き�を�と�ら�え�る�新�し�い�枠�組�み�づ�く�り�

には、マクロな社会的視点�からとらえることから、�

現実の授業における児童の�行動�レ�ベルでとらえよ�

うとするものまで、それこ�そ研究者や実践教師の�

数だけその定義づけやアプ�ローチの�し�かたはある�

と言ってもよい。�

　小学生に培われているデ�ザインや創造的な工作�

の能力の実際を見るとき、�限られた時間枠の中で�

アーティスティックな表現�活動と生産的なものづ�

くりが反目�し�たり、オルターナティブ�（二者択一）�

な考え方やポジションを迫�ったりするものではな�

いはずで、その意味でもフ�ィンラン�ド�のシュグネ�

ウスが唱えた手工教育やス�ウェーデンのスロイ�ド�

教育の変遷から学ぶものは�多い。�

　「意味を子どもがつくる�工作」とは、身をもっ�

て知ることの積み重ねであ�り、�「つくろうとするも�

のが何であれ、手を十分に�働かせて、一人一人の�

発想のよさを生か�し�て、材料や用具に積極的に�か�

3．工作�と学力�

　�

かわっていく」とする創造的�工作の学習とは、身�

をもって知ることが個の中で�変容�し�、統合されて�

いく過程を教育的意義と�し�てとらえることにある�。�

　その過程には、材料や技術�の獲得にかかわって、�

・知識や技能が増え、�

・知識や技能が再編成�（再構造化）�され、�

・知識や技能が自動化され、�自由自在に、必要な�

ときに取り出�し�て使うようになる。�

・知識や技能を知っているだ�けでなく、いつ使っ�

たらよいか、どうすること�が一番よいことなの�

か�わ�か�る�よ�う�に�な�る�（�自�分�の�持�っ�て�い�る�知�識�や�

技能をモニターすることが�でき、問題解決の手�

立てを得ることができる）�。�

といった学習がある。�し�たがって、たんに○○を�

つくらせるとか、そのために�○○を使わせるとい�

った教える側の都合だけでは�創造的な学習は成立�

し�ない。�

　自発的に学ぶ力をつけてい�くためには、時間の�

かかることだが、小学校であ�れば６年間というス�

パーンで取り組むべきもので�あろう。�

（おがも　�し�げお）�

【参考】2004年、フィンランド「国家カリキュラム大綱」�
　　　 教育課程表�
�

※Finnish National Board of Education．National Core �
　Curriculum for Basic Education 2004.

４人の児童が話し合いでつくっている週時程。�

訪問者側が学校長に尋ねる質問のほとんどに対して、児童代表の�
案内役に答えさせている。�

科　目�
学　年� 合計�

1 2 3 4 5 6 7 8 9

母語と文学�

外国語  Ａ�

14 14 14 42

16…� 8 8

外国語  Ｂ� 　�6……… 6

数　　　学� 6 12 14 32

環　　　境�

生物・地理�

物理・科学�

健�康�教�育�

環境・自然史�

9

3

2

7

7

3

31

宗教／倫理� 6 5 11

歴史・社会� ………3 7 10

芸術・実技�

音　楽�

美　術�

手　工�

体　育�

26

（4－）�

30

（4－）�

（7－）�

（10－）�

56

（3－）�

（4－）�

（4－）�

（8－）�

家　庭　科� ………3 3

職業�ガ�イ�ダ�ン�ス� ………2 2

（13）� 13選�択�科�目�

最�小�授�業�
時�間�数�

22219 19 23 23 24 24 30 30 30

………�（6）� （12）�自�由�選�択� （6）�



　フィンセン�ト�・ファン・ゴッ�

ホ。誰もが知って�いる世界で最�

も著名な画家の一�人。私がこの�

あまりにも有名な�ゴッホの絵の�

よさに触れ、親�し�みを感�じ�たの�

は、実はごく最近�である。�

　本校では、�「豊かな心で、�主体�

的に生きる子ども�の育成」をめ�

ざ�し�て、�「ことばの教育�」�との関�

る。�

　ある時、子ど�もたちにゴッホ�

の絵が数点描か�れてあるヒロ・�

ヤマガタの「コ�レ�クター」を提�

示�し�た。子どもたちは�、色使い�

や筆使いが似て�いるからという�

理由で、どの絵�もゴッホの絵で�

あることにすぐ�に気づいた。こ�

れらの絵の中で�自分の好きな作�

品とその理由を�伝え合う中で、�

「ぐるぐるうず�まきの筆使いが、�

迫力があってい�い。�」とか、�「黄�

色を多く使った�色使いが明るい�

感�じ�が�し�ていい。�」�などの意見が�

出るたびに、�「あっ、本当だ。�」�

「へえ、気づか�なかった。�」�と反�

応する子どもた�ちとともに、私�

自身もゴッホの�絵のよさに触れ�

ることができた�。�
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　スケッチの時間。�なかなか鉛�

筆が動かず、描き出�せない子ど�

もたち。初めて教壇�に立った頃�

の私の授業風景であ�る。個性伸�

長が特に重視される�ようになっ�

た当時、画一的な技�術指導を疑�

問視する声も多かっ�た。未熟な�

私が子どもたちと共�に悩み、試�

行錯誤�し�ている時に恩師の�薦め�

から手に�し�た１冊の本。ロ�ーウ�

ェンフェル�ド�著『美術による人�

間形成』である。�

　私は、それ以前か�らも「子ど�

もたちは描きたくて�も描き出せ�

ないのではないか」�と感�じ�てい�

たが、その本が一層�思いを強く�

させた。今では子ども�が描き出�

せないのは、�「無責任な表現は�で�

き�な�い�と�い�う�責�任�感�か�ら�で�あ�

る」と、思い悩むこと�もなく前�

向きに授業を展開�し�ている。�

　技術指導と言っても�、画一的�

な方法、作品至上主義�などのも�

のではない。�し�か�し�、技法習得�

のために全員で同じ課�題に向か�

う場面は必要である。�そこで制�

作が終わればみな同じ�作品であ�

るが、あくまでも創造�に至るま�

でのステップである。�絵画の分�

野のみならず、すべて�の領域で�

同�じ�方法を用いるよう�に�し�てい�

る。�

　中央教育審議会�の「答申」に�

おける所見には、�「優れた知識・�

技能と社会経験を�もつ学校外の�

多様な人材登用は�、子どもたち�

の社会経験を豊か�に�し�、学校現�

場を活性化する。�」とあります。�

　そこで、地域の�美術館の学芸�

員や陶芸家、技師�とのコラボ�レ�

ー�ト�はこれからの図工教�育の新�

たな視点になると�考え、授業実�

践を進めま�し�た。�

　授業では、�高さ70㎝の巨大な�

土粘土の焼き物を�４～５人で共�

同制作�し�ます。まず、出会いの�

段階で土粘土の可�塑性の楽�し�さ�

に十分触れさせま�し�た。このこ�

とで子どもたちは�「粘土は楽�し�

い。何かつくって�みたい。�」�とい�

う思いを持ちます�。次に、学芸�

員に数々の美術家�のオブジェと�

それをつくり出�し�た制作者の思�

いやテーマを解説�し�てもらった�

り、陶芸家の作品を�実際に見せ�

てもらい、その作品�への思いを�

教えてもらったりす�る鑑賞の時�

間を設定�し�ま�し�た。このことで�

子どもたちは「粘土�の塔へのイ�

メージ」を豊かに持�つことがで�

きます。�

　そ�し�て、巨大な粘土の塔�を制�

作する際には、白鳳�時代から伝�

わる瓦づくりの技法�に習熟�し�た�

文化財課の技師に、�焼成�し�ても�

壊れない「たたらづ�くり」の板�

状の粘土を円筒に貼�りつけてい�

く形成法を学び、形�づくりの支�

援を�し�ていただきなが�ら、それ�

ぞれの思いやテ�ーマで共同制作�

を進めていきま�す。�

　そ�し�て、出来上がっ�たオブジ�

ェは大人の感性�をこえるすばら�

し�い作品となり、時間�をかけて�

乾燥させた後に�焼成�し�、味わい�

深い素焼きのオ�ブジェを校内の�

アー�ト�ギャラリーに展�示するこ�

とができま�し�た。�

（たにもと　かずき�）�
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　この活動をきっか�けに、図画�

工作科の鑑賞の授業�でゴッホの�

「タンギーじいさん�」を扱うこ�

とに�し�た。�

　授業では、まず「�タンギーじ�

いさん」の人物だけ�を提示�し�、�

次に作者が人物の背�景にどんな�

ものを描いたのかを�色彩や筆触、�

モチーフの違う６枚�の絵の中か�

ら選ばせた。�

　子どもたちは、背�景の１枚ず�

つ�に�人�物�を�重�ね�な�が�ら、�「色�は、�

この絵がよく合うね�。�」�「この絵�

にはシャンデリアが�あるから違�

うね。おじいさんは�帽子をかぶ�

っているから部屋の�中にはいな�

いよ。�」�「このおじいさんは�寂�し�

そうだから、落ち着�いた色のこ�

の絵が合うね。�」�などと、人物や�

　�

　�

連を図りながら、�「コミュニケー�

ション力」を共に高�めていくこ�

とを目標に研究を進�めている。�

　本校で取り組んで�いる週２回�

の「ことばタイム」�で、６年生�

は、主に「絵の分析�」を行った。�

「絵の分析」とは、�絵に描かれ�

てある５Ｗ１Ｈなど�について、�

理由もつけて伝え合�う活動であ�

伝�え�合�う�活動�を�通�し�て�感性�を�高�め�る�

広島県福山市立駅家東小学校�
三島　�寛子�

地域�の�人材�を�効果的�に�活用�し�た�
「粘土�の�塔」�の�共同制作� 心�と�技、�技�と�心�

工藤　�臣�（北海道天塩郡天塩�町立天塩中学校）�谷本　�一樹�（福岡県春日市立�白水小学校）�

　子どもたちは習�得�し�た技術を�

発展させたり、異�なる方法を考�

えたりするなど、�活動はより能�

動的になる。木彫�の制作では、�

彫刻刀による技法�が身についた�

時、教室の中には�木の削れる音�

が、静かでも盛ん�に鳴り響く。�

ポスターの制作で�は、�レ�タリン�

グやコラージュな�どの技法によ�

り、伝えたい事柄�を積極的に表�

し�ていく。�

　自己意識が拡大�し�、自分はこ�

れでよいのかと自�信を持つこと�

が難�し�い中学生時代。美�術教育�

は心を育むために�とても重要な�

役割を担っている�。�

（くどう　�し�ん）�

作者について想像をめ�ぐらせな�

がら、楽�し�そうに意見を伝え�合�

う子どもたち。�

　その姿に心がほんわ�かとする�

と同時に、今まで遠い�存在であ�

ったゴッホやゴッホの�絵がとて�

も身近で親�し�みのあるものに�感�

じ�たのは私だけではな�かったで�

あろう。�

　その後、�「タンギーじいさん�」�

全体を提示すると、自�分たちの�

思いとゴッホの思いと�の違いに�

「えー。�」�と驚く子どもたち。�タ�

ンギー�じ�いさんとゴッホとの�か�

かわり、日本や浮世絵�に対�し�て�

のゴッホの思いなど想�像�し�たこ�

とを伝え合う中で、１�枚の絵に�

込められた作者の思い�や作品の�

描かれた背景に目を向�け、作品�

　�

　�

　�

　�

　�

を見る楽�し�さや多様な感じ方を�

共有することで自�分なりの見方�

や感�じ�方を深めることが�できた�

ようだった。�

　さらに、次の表�現活動では、�

それらを自分なり�の表現に生か�

そうと筆使いや色�使いにこだわ�

る子どもたちの姿�が見られたこ�

とも、この鑑賞活�動での大きな�

収穫であった。�

（み�し�ま　ひろこ）�

図　�工　�室�図　�工　�室� 美　�術　�術　�室�美　�室�
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えた。絵の特徴は、どの部�分を見ても点の集まり�

が形や色光を表現�し�ていることに注目させるこ�と�

ができる教材であると考え�た。�

　美術史上、避けて通れな�いのが印象派であり、�

知名度が高く、人気がある�のも印象派である。二�

人の作品を同時に扱った理�由は、作品比較を通�し�

て二人の技法の違いが明ら�かになり、その特徴を�

とらえやすいと考えたため�である。�

（2）�作品について�

　今回の鑑賞で使う作品は�「糸杉のある道」�（ゴッ�

ホ）�と「グラン�ド�ジャッ�ト�島のセーヌ河畔」�（スー�

ラ）�の２点である。どちら�も風景画であり、�「木」�

「空」などの共通点があり�、それぞれの描き方に�

特徴が感�じ�られ、比較�し�やすいと考えたためで�あ�

る。�

（�1）�の�ぞ�き�窓�か�ら�見�え�る�芸�術�作�品�の�中�か�ら�全�く�同�

じ�作品を探そう�

　絵全体が白い画用紙でカ�バーされており、一か�

所だけのぞき窓が開いてい�る。窓の位置を変えた�

別の絵の中から全く同じ絵�を探すというゲーム的�

な要素を取り入れてみた。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�
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　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　今回、提示�し�た鑑賞教材にはどちらの作�品にも�

「木」が描かれているため、�模擬体験コーナーで�

は「木」が印刷されたワーク�シー�ト�に着色させる�

ことに�し�た。�

（4）�体験の感想を発表�し�よう�

・ゴッホは、スーラと違って�、ちょっとおおざっ�

ぱです。そこが好きで、ゴ�ッホなりきりをやり�

ま�し�た。�

・杉に�し�ようと描いているわけでは�ないのに、ゴ�

ッホの描き方だと杉の木の�ように見えた。色は�

スーラと違い、暗い色にな�った。�

・人によって違う描き方があ�ることを初めてわか�

った。今度、絵を描くとき�はいろいろ工夫�し�て�

描きたいと思った。�

・とっても地道な作業なのに�、スーラはこんなに�

もたくさん点々をかいてす�ばら�し�い絵が描ける�

ことにおどろきま�し�た。�

　�「表現」�と�「�鑑賞」�は表裏一体である。造形�遊び�

や表現活動の中で自分や�友達がつくった身近な作�

品などを鑑賞�し�合うことで、それぞれ�のよさを認�

め合ったり、美�し�さを感�じ�取ったり�し�て活動への�

意欲を高めてきた。この�ような目的での鑑賞活動�

は日常的に行われている�。�

　一方、名画と言われる�美術作品の鑑賞に関する�

授業は限られている。将�来、圧倒的に多くの児童�

が作品を鑑賞する側にな�るのだから、一つの作品�

を�じ�っくり見て、色使いや筆使�いから作者の思い�

を読み取るといった鑑賞�活動の楽�し�さを、どの子�

にも味わわせることがで�きないものかと考えた。�

　さらに、本校に隣接す�る学区には宮城県美術館�

があり、本校からは徒歩�20分余りで行ける距離に�

ある。今回の鑑賞の授業�に際�し�、美術館に勤める�

教育普及部の先生にゲス�ト�ティーチャーと�し�て協�

力�し�ていただくことで、図工か�ら美術への橋渡�し�

の一役を担うことができ�ればと考えた。�

（1）�なぜゴッホとスーラだ�ったのか？�

　芸術作品が数多くある�中で、ゴッホの作品は子�

どもたちが成長�し�ていく過程で、必ずどこか�で見�

たり聞いたり�し�て出会うと思われるほ�ど有名であ�

る。また、小・中学校の�教科書の中に最も多く登�

場する画家の一人でもあ�る。筆使いの特徴は５年�

生の児童にも比較的わか�りやすく、線のうねりか�

らさまざまな見方や感じ�方を味わわせることがで�

きると考えた。�

　一方、スーラは点描画�家�（詳�し�くは分割画法）�と�

し�て有名である。子どもたちは�筆使いの練習など�

で点描技法にも取り組ん�だことがあるため、この�

機会にスーラの手法や作�品をぜひ紹介�し�たいと考�

1．は�じ�め�に�

教材研究�
小　�学　�校�

　今回は５枚の絵の中にゴ�ッホの作品２点、スー�

ラの作品２点、残りの１点�は二人が影響を受けた�

と言われる絵�（葛飾北斎の�「神奈川沖浪裏」�）�で構成�

し�てみた。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　このように作品を部分的�に見ることで、限られ�

た情報から全体像を想像�し�たり、表現の特徴に視�

点を絞って鑑賞�し�たりするなど、主体的�に作品と�

かかわる姿が見られた。�

（2）�美術館の先生の解�説を聞こう�

　専門的な立場から時代背�景、画家の生い立ちや�

性格、作品の特徴などにつ�いて解説を加えること�

で世界の「名画」を身近に�感�じ�ることができ、他�

の芸術作品にも興味・関心�を持って鑑賞�し�ようと�

する態度を育てる�

機会となった。�

　�

　�

　�

　�

　�

（3）�なりきりコーナー�で技法体験�し�よう！�

〈ゴッホなりきりコーナー�〉�

　�「３～４本の爪楊枝を束�に�し�て、�直接、�画用紙に�

の�せ�た�絵�の�具�を�ぐ�る�ぐ�る�と�紙�の�上�に�広�げ�て�み�よ�

う！」�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

〈スーラなりきりコーナー�〉�

　�「直接、�画用紙の上に絵の具を置き�、�塗りば�し�の�

太い部分で点々を描きなが�ら広げてみよう！」�

2．題材の�よ�さ�や可能性�

3．活動の流れ�

4．おわ�り�に�

宮城県仙台市立�八幡小学校　�高橋　�真紀�

じ�っ�く�り�見�て�み�よ�う�
～�ゴ�ッ�ホ�と�ス�ー�ラ�の�世界へ�よ�う�こ�そ�（鑑賞）�～�

　今回の授業のポイン�ト�は下記の３点である。�

　①絵を部分的に見る活動か�ら全体を見る活動へ�

の展開。�

　②美術館の先生との連携。�

　③技法の模擬体験。�

　同�じ�絵を探す場面では、クラスの�全員が「ノー�

ヒン�ト�で見つける!!」�と意欲的に活動�し�ていた。限�

られた情報だからこそ、子ど�もたちは好奇心を刺�

激され、おのずと「じっくり�見る」主体的な鑑賞�

活動を展開できたと思われる�。�

　今回は「技法」に焦点を当�て、名画鑑賞の突破�

口を開けないかと考えた実践�である。今後、活動�

の発展と�し�て宮城県美術館へ足を運�び、本物の絵�

画鑑賞を通�し�て子どもたちの美意識を揺さ�ぶり、�

より高い感性を育む指導を行�っていきたいと考え�

ている。� （たかは�し�　まき）�「トランプの神経衰弱みたい。」�

「点々がいっぱい�
  あるぞ！」�
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（3）�印刷時の工夫�

　５版を印刷するので、ず�れない工夫が必要にな�

る。Ａ３判に下絵を描くが�、枠を残�し�て描くよう�

に指導する。これはシルク�スクリーンであれば木�

枠があるが、ケン�ト�紙にはないので、その部分�を�

枠と�し�て残すのである。�

　印刷用の紙はテープなど�で固定�し�、印刷の版は�

ずれないように注意�し�ながら、上部をテープな�ど�

で止める。印刷用紙は２枚�用意�し�、同時に２枚作�

成するように�し�た。今回のような版画の�場合、２�

枚刷っても出来映えが違う�。当然、１枚目の経験�

を生か�し�て２枚目に取り組むので�、２枚目のほう�

に納得する生徒が多かった�。�

　授業では５版刷った後に�、�「もう少�し�この部分を�

濃く�し�たい」などの細かい工夫を�し�たい生徒が出�

てきた。その際は、今まで�の５版にこだわらず、�

新�し�い紙を切り抜き、型をつくり�、ローラーで刷�

るという作業を加えさせた�。�

　この題材ではローラーで�の色づくりを目的の一�

つと�し�たが、生徒たちは実に味わ�い深い色をつく�

り出�し�た。また、グラデーション�という色の変化�

も楽�し�んでいた。�

　今回、版画表現の楽�し�さを感�じ�てくれたらと思�

　�
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　�

　�

　�

　�

って授業を行ったが、予想以�上に生徒たちの反応�

はよく、驚いている。思い思�いの色をつくり、重�

ねていく作業を何とも言えぬ�表情で行っているの�

を見ていると、教師と�し�ては「最高」の一言であ�

る。�

　色づくりのほかにも、自分�の作品が１版刷るご�

とにできてくるというところ�に多くの生徒が興味�

を持ったようだ。この興味・�関心が最後まで集中�

し�た授業を可能に�し�た。また、このペーパ�ースク�

リーンは木彫のように計画的�に作業を進めること�

ができ、中学生にとって思考�力を育成する上でも�

効果的であった。�

　この題材は、私が考えた以�上に意欲的な創造活�

動につながり、大変やりがい�のある授業になった。�

今回は風景画にこだわったが�、もう少�し�単純化�し�

た抽象画であれば、さらに簡�単に短時間でできる。�

　版画の持つ特性と�し�て、①新�し�いものが出現す�

る驚きがある、②完成までの�段取りがはっきり�し�

ていて、造形のポイン�ト�が明確である、③計画的�

に作業ができ、思考力を高め�させることができる、�

などがあると思うが、このペ�ーパースクリーンは�

こう�し�た魅力に十分触れさせること�ができる題材�

であり、生徒の五感を十分刺�激することができる�

と思う。� （とよだ　よ�し�のぶ）�

4．おわ�り�に�

枚�以�内�が�よ�い�）�。③�ど�こ�を�切�り�抜�い�た�ら�よ�い�の�か、�

どこが色が重なるのかなど�について�し�っかりと考�

え、計画を立てる。④計画�に従って紙を切り抜く。�

⑤ずれないように注意�し�ながら、ローラーで刷�っ�

ていく。�

（1）�下絵づくり�

　下絵と�し�ては何でもよいところである�が、今回�

は風景画にこだわった。雑�誌などで見つけたよい�

景色、以前に写真で撮った�お気に入りの風景など�

を持ち寄って、Ａ３判のケ�ン�ト�紙に下絵を描いた。�

その際、まわりに２㎝程度�でも枠を残すようにす�

る。�

（2）�切り抜き�

　カッターナイフで切り抜�くことはそれほど難�し�

くはないが、�「どこを切るか」�が重要である。色の�

重ね方にかかわることなの�で、�じ�っくりと考える�

ことを大切に�し�て計画を立てさせた。刷�ってみた�

ら空白ができて�し�まった、切り抜いてい�なかった�

など、予想される失敗が出�ないように指導・助言�

を行った。�

　�
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　�
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　�
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　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　題材開発のきっかけは�シルクスクリーンである。�

簡単な用具・材料で同じ�ような効果は出せないだ�

ろうかと、以前からいろ�いろと考えていたが、小�

学校から中学校への職場�の異動を機に挑戦�し�てみ�

た。�

　シルクスクリーンはス�キージで絵の具を押�し�出�

すが、この題材ではその�部分をローラーが担当す�

る。スクリーンは紙で代�用する。切り抜いた部分�

を版と�し�て、ローラーで刷っていくの�である。�

　微妙な色合いを出すこ�と。型の上から刷り、色�

を重ねること。ローラー�で色をのせるよさと型を�

使った作品づくりの融合�。つまり、これが「シル�

クスクリーンで制作�し�たような作品」であり�、そ�

の体験をさせられたらと�考え、この授業に取り組�

んだ。�

　小学校でも「ローラー�版画」を行い、ローラー�

テクニックの一端を経験�し�ている生徒がいたが、�

まだ十分とは言えない状�況があった。そこで、基�

本的なローラーの使い方�や色のつくり方を自由に�

挑戦することから始めた�。特にローラー版画のよ�

さである、微妙な色づく�り、グラデーションのつ�

くり方などには時間をか�けた。�

　この題材は紙�（ケン�ト�紙）�をスクリーンの代わり�

にするので、ペーパース�クリーンと名付けた。簡�

単できれいにでき、制作�手順もはっきり�し�ている�

ので計画的に作業が進め�られる。色を重ねるとこ�

ろなどは自分なりの工夫�が必要な部分である。�

　制作手順と�し�ては、①下絵を描く。�②下絵を５�

枚�コピ�ー�す�る�（�切�り�抜�き�の�手�間�な�ど�を�考�え�る�と�５�

1．は�じ�め�に�

2．�ロ�ー�ラ�ー版画の�よ�さ�を�生かす�

3．制作�と�ポ�イ�ン�ト�

ペ�ー�パ�ー�ス�ク�リ�ー�ン�
～�ロ�ー�ラ�ー�で�版画づ�く�り�～�

埼玉県上尾市立東中学�校　�豊田　�好伸�

第１版�
　黒い部分を切り抜く。�
�
第２版～第５版�
　重ねるところをカッター�
ナイフで切り抜く。この�
図の場合は、鳥の全体�
を第１版でぬり、第２版で�
頭から胸の部分をぬる。�
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・一生懸命つくったなあ�と思いが伝わるものばか�

り。いろいろなアイディアに�感心�し�ま�し�た。�

・いろいろな楽�し�い作品が見られて楽�し�かったで�

す。今の小学生はすごい想像�力があるんだなと�

感心�し�ま�し�た。�

・自分の子どもの作品�し�か普段は見ていないので、�

こういう機会は貴重な体験。�展示の�し�かたもよ�

かった。�

・毎回とても楽�し�い気持ちになり、来るのが�楽�し�

みです。子どもの頃を思い出�し�ます。�

　これらは、今年の造形�「さがみ風っ子展」に訪�

れてくれた市民の方から�のメッセージです。�

　造形「さがみ風っ子展�」が野外造形展と�し�て相�

模原の地に誕生�し�て29年が過ぎま�し�た。会場とな�

る淵野辺公園は毎年、こ�の時期になると様相が一�

変�し�ます。�市内全小・中学校111校の子�どもたちの�

作品約３万点が展示され�、さながら野外子ども美�

術館へと変貌するのです�。そこには保護者を中心�

に数万人の市民が訪れ、�造形「さがみ風っ子展」�

は市内小・中学生の図工�美術教育の発表の場と�し�

て市内に定着�し�、市民文化の一翼を担�うものとな�

っているのです。�

　造形「さがみ風っ子展�」をただ単に作品を展示�

し�て見てもらうだけの作品展に�終わらせたくない。�

子どもたちの造形表現が�その作品と人々を結びつ�

け、豊かな心の広がりの�場に�し�たいという願いは�

メインテーマである「青�空に広げよう　創造と友�

情の輪を！」に込められ�ているのです。この願い�

をもった造形「さがみ風�っ子展」ゆえの特色があ�

るのです。�

　その一つは、展示され�た作品を通�し�て市民との�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

コミュニケーションを図る�ことです。つまり展示�

作品がそれを見る人へ語り�かけ、そこに作品を通�

し�た会話が生まれる。その�ために教師の手づくり�

ということにこだわってき�ま�し�た。子どもの作品�

への思いが見る人に伝わる�展示、一つ一つの作品�

が広大な会場の中で生きて�輝く展示。指導�し�た教�

師でなければできない工夫�された展示を常にめざ�

し�ているのです。�

　二つめが、つくる楽�し�さを味わえる場と�し�たい�

という思いのもとに、会場�を訪れた親子でものづ�

くりを体験�し�、創造を広げていける場と�し�て「造�

形コーナー」を設けてきた�ことです。造形コーナ�

ーでつくった作品を大切そ�うに抱えて会場を巡る�

親子の姿にはほほえま�し�いものを感じるのです�。�

毎年、�「造形コーナー」�でつくることを楽�し�みに会�

場を訪れる家族がいるほど�です。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�
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造形�ピ�ッ�ク�ア
�ッ�プ��
�

地　�域　�の　�ア　�ー　�ト�

1．は�じ�めに�

2．主張する�野外造形展をめざ�し�て�

青空に広げ�よ�う� 創造�と�友情の輪を！�
相模原市�に�根づ�く�野外展：造形�「�さ�がみ風�っ�子展」�

神奈川県相模原市�立根小屋小学校　�望月　�寛�
平成19年度造形「さがみ風っ子展」実行委�員長�

親子が集�い�、�語�ら�う�造形野外展�
―　�と�よ�た�子�ど�も�造形�フ�ェ�ス�テ�ィ�バル�（造�フ�ェ�ス�）�実行委員会�　�―�

造フェス実行委員会総�務　�花井　�啓�
　�「あっ、あったよ。�私の作品！」�

　�「どこ、どこ。あっ�、ほんとだ。すごい�ね。�」�

　毎年のように聞�こえてくる�「とよた子ども造�形フ�

ェスティバル」�の会場での親子の会�話です。豊田市�

制30周年を記念�し�て、�市と市教育委員会�の主催事業�

とし�て�始�ま�っ�た�造�フ�ェ�ス�も�本�年�度�で�第�27回�展�を�数�

えます。�始まった頃に出品�し�ていた児童・生徒�が親�

となり、�子どもを連れて同�様の会話を交わすま�で時�

を重ねてきま�し�た。�

　造フェスは、�豊田市内小・中学校�の全児童・生徒�

の�作�品�を�市�内�中�心�部�の�枝�下�公�園�と�そ�れ�に�隣�接�す�る�

豊�田�市�美�術�館�庭�園�・�駐�車�場�に�展�示�す�る�野�外�展�で�す。�

20回�展�か�ら�は�市�内�幼�・�保�育�園�児�の�作�品�展�示�も�加�わ�

り、より一層充実�し�た野外展となりま�し�た。�

　ま�た、平�成�17年�の�近�隣�町�村�と�の�大�型�合�併�に�よ�り、�

25回展からはさら�に規模が大きくなり�、�約４万９千�

に�も�及�ぶ�子�ど�も�た�ち�の�作�品�が�展�示�さ�れ�る�に�至�り�ま�

し�た。そ�し�て、毎�年�３�万�人�を�超�え�る�来�場�者�が�あ�り、�

市民の方にも親�し�まれるイベン�ト�となっています。�

　運営するにあた�り、�小・中学校の図工�・美術の教�

科主任、�幼・保育園代表園�長を中心に造フェス�実行�

委�員�会�を�組�織�し�て�お�り、総�務�部�を�はじ�め、会�場�・�作�

品�・�造形�・�広報の各部が次の活�動を担当�し�ています。�

〈総務部〉�　�造�フ�ェ�ス�の�総�括�お�よ�び�関�係�諸�機�関�と�の�渉�

　　　　　�外。�

す。このことが保護者を中心�と�し�た市民から大き�

な支持を得ていることにつな�がっているのです。�

　造形「さがみ風っ子展」を�運営する上で、教育�

委員会のバックアップはなく�てはならないものな�

のです。�作品の搬出入ひとつをと�っても、�100台以�

上の�ト�ラックを必要と�し�ます。教師の思いだけで�

は�ト�ラックは動かないのです�。図工美術教育の重�

要性を理解�し�、教師の熱い思いに賛同�し�、永年に�

わたり財政面での支援を続け�てくれている相模原�

市教育委員会の果た�し�ている役割は大きいのです�。�

（もちづき　ひろ�し�）�

　三つめは、これは造形「�さがみ風っ子展」の最�

大の特色と言えるものです�。それは教師自らの研�

究の場と�し�て位置づけていること�です。講師を招�

いて展示作品を前に授業実�践を報告�し�合う「合評�

会」を市内全校の図工美術�担当者が参加する形で�

実施�し�ていることです。�「合評会」�においては題材�

や素材の可能性について情�報交換や指導過程や方�

法についての話�し�合いがなされるのです�。ここで�

の話�し�合いをもとに研究記録集が�毎年作成される�

のです。�

　さらに、造形「さがみ風�っ子展」は選抜展では�

ないことです。各小・中学�校で２分の１学年以上�

が参加するのです。つまり�該当になった学年の子�

どもたちの作品はすべてが�会場に展示されるので�

3．お�わりに�

〈会�場�部�〉�　�展�示�会�場�の�割�り振�り�お�よ�び�会�期�中�の�安全�
管理。�

〈作�品�部�〉�　�野�外�展�に�耐�え�うる�素�材�の�研�修�お�よ�び�その�
啓蒙。�展示�の�し�か�た�や�会期中の�作品管理。�

〈造形部〉�　�ペンダン�ト�やヨーヨー�、�万華鏡など�、�親子�
でつくる造形�コーナーの実�施�（毎年、�この�
造�形�コ�ー�ナ�ー�で�の�作�品�づ�く�り�を�楽�し�み�に�
来�場�す�る�親�子�が�多�く、造�フ�ェ�ス�の�目�玉�と�
なっています�）�。�

〈広�報�部�〉�　�チ�ラ�シ�の�作�成�およ�び�ア�ン�ケ�ー�ト�調�査�の実�
施。会期中の�場内放送を担�当。�

　子どもたちが�つくり上げた�作品を通�し�て、�親子の�
ふ�れ�あ�い�を�目�に�す�る�こ�と�を�私�た�ち�造�フ�ェ�ス�実�行�委�
員�の�喜�び�とし�て�今�後�も�活�動�に�努�め�て�い�き�た�い�と�思�
います。� （はない　けい�）�

造形コーナー�

合評会�


